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園生活における観察資料を通 しての幼児理解









































長崎市内のA保育所に適う2名の年中児 (C児 :男児,H5年 9月 7日生, 1歳 5
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② 資料収集の方法
i)自由描画 :入所から現4歳クラス (11月まで)で措いた自由描画｡
並)保育記録 :入所から現 4歳クラス (Ⅰ期 :6月まで)の記録｡








ちの平均描画枚数を示 したものが図 2である｡C児の描画枚数は1歳時の 9枚が最












1歳～ 2歳～ 棚 3歳～ 4歳～
図 2 C児の 1歳から4歳までの自由描画枚数
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並) 2歳から4歳途中までの自由描画事例にみられる特徴












しているが,3歳 7カ月の描画 (写真C9)のようにやはり角張った所がある｡ こ
の頃の意味づけは ｢オパケ｣が多いが,単純な縦の線に ｢-ど｣と意味づける場合
もあった｡




人物らしいものには従来の ｢オパケ｣以外に ｢お父さん｣｢お母さん｣｢ジブ ン｣と
意味づけている｡同じ4歳 9カ月の描画 (写真C13)に上下 2つの基底線が描かれ,










































など)やそれに関する話が多 く,保育者からの話 しかけ (問いかけ)に対 してオウ
ム返 しが多かった｡後半になって,歌の中での ｢あなたのお名前は｣の歌詞に ｢ちゃ
んです｣と応えられるようになっている｡ 3歳クラスでも話題は相変わらずテレビ
マンガが主で,会話は主語か述語だけによる表現が多い｡保育者からの問いかけや



























































































































1歳6カ月の描画 (写真el)にグルグル丸が描かれている｡ 1歳 8カ月の描画
(写真e2,e3)では,その力が大小のグルグル丸に変化 しているが, 1歳11カ月
の描画 (写真e4)や 2歳 1カ月の描画 (写真e5)では, 1歳 6カ月に見 られたよ
うなグルグル丸に再び戻っている｡ ただし,線の力が強 くなり,丸もより大きなも
のになっている｡ 2歳 2カ月の描画 (写真e6,e7)では大小のグルグル丸が再び
出現している｡さらに2歳 6カ月の描画 (写真e8,e9)では大小の不定形へと変
化 している｡こうして独立 した丸に近い形が 1枚の画用紙に措かれるようになるが,
スッキリした丸になっていない場合が多い｡閉じ方 も離れていたり,交差線がはみ
1歳～ 2歳～ 年齢 絹 ～ 4歳～
図 3 E児の 1歳から4歳までの自由描画枚数
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出ていたりしている｡
2歳 7カ月の描画 (写真elO)に大きい丸の中に小さい丸を措いて顔 らしきもの
が措かれる｡ その後, 2歳 8カ月の描画にはテーマのはっきりしないもの (写真el
1)が多くなるが,一部に人物が描かれたもの (写真e12)も含まれており,頭足人
が出現 している｡ 3歳の描画 (写真e13)には頭足人を用い,何かの場面をイメー
ジさせるものを描いている｡時折,意味づけとして家族の名前をつける場合もある｡
3歳 2カ月の描画 (写真e14)から人物が増えていき, 3歳 6カ月の描画 (写真e





















































































題視されている｡ -サ ミの扱い自体には馴れ,複数の切り跡がっ く場合 もあるが簡
単な切 り落としができるようになっている｡ 折 り紙 も手順にそって正 しく折 ってい
ける｡ しかし少 し長めのものを切る時,少 し切っただけで ｢もうきり切 らん｣と放
棄 し,紙を丸めてしまうことが しばしばある｡ 4歳クラスでは-サミで曲線を上手
に切れるし, ヒモ結びも上手になっているが,苦手なものはすぐ諦めようとする｡
また,ハサ ミで渦巻き切りをしたり,パジャマを持ち帰る時に風呂敷に包んで結ん

















はない｡ しかし両足を持 ってもらい両手だけで歩 く遊びや逆の状態で他児の両足を
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